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	機能:Gタンパク質αサブユニットのGTPase活性を亢進させることでシグナル伝達を阻害し、それによってこれらのサブユニットを不活性なGDP結合型にします。G(o)-αに対する活性は、RGS6/GNG5二量体によって特異的に増強されます。シナプス小胞のエキソサイトーシスに関与している可能性があります。神経細胞の興奮性の急速な調節と短寿命刺激に対する細胞応答に重要な役割を果たす可能性があります。,PTM:パルミトイル化されています。,PTM:リン酸化とそれに続く14-3-3タンパク質との相互作用により、GAP活性が阻害されます。,類似性:1つのDEPドメインを含みます。,類似性:1つのGタンパク質γドメインを含みます。,類似性:1つのRGSドメインを含みます。,サブユニット:GNG5とのヘテロ二量体。RGS7BPと相互作用し、Gbeta5と形成されるヘテロ二量体の細胞内局在を調節します（類似性による）。 14-3-3タンパク質タウおよびSNAP25BPと相互作用します。,機能:Gタンパク質αサブユニットのGTPase活性を増加させることでシグナル伝達を阻害し、それによってそれらを不活性なGDP結合型にします。G(o)-αに対する活性は、RGS6/GNG5二量体によって特異的に増強されます。シナプス小胞のエキソサイトーシスに役割を果たす可能性があります。ニューロン興奮性の急速な調節と短寿命刺激に対する細胞応答に重要な役割を果たす可能性があります。,PTM:パルミトイル化されています。,PTM:リン酸化とそれに続く14-3-3タンパク質との相互作用によりGAP活性が阻害されます。,類似性:1つのDEPドメインを含みます。,類似性:1つのGタンパク質γドメインを含みます。,類似性:1つのRGSドメインを含みます。,サブユニット:GNG5とのヘテロ二量体RGS7BPと相互作用し、Gbeta5と形成されるヘテロ二量体の細胞内局在を制御する（相同性による）。14-3-3タンパク質タウおよびSNAP25BPと相互作用する。
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	RGS7抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

